
る
法
人
等
（
以
下
「
所
得
税
法
等
の
寄
附
金
控
除
対
象
法
人
等
」
と
い
う
。）
で
あ
る
こ
と
。

ロ

法
人
等
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
（
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
に
限
る
。）

を
現
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
社
会
的
な
信
用
を
著
し
く
損
な
う
行
為
を
行
つ
て
い
な
い
こ
と
。

ニ

ハ
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
こ

と
。

二

条
例
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ロ
の
金
銭
●
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る

公
益
信
託
で
あ
つ
て
、
知
事
が
指
定
し
た
も
の
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
に
支
出
し
た
も
の

イ

所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
二
百
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規

定
す
る
特
定
公
益
信
託
で
あ
る
こ
と
。

ロ

そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
行
わ
れ
る
行
為
が
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三

条
例
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ハ
の
寄
附
金
●
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に
該
当
す

る
法
人
等
で
あ
つ
て
、
知
事
が
指
定
し
た
も
の
に
対
す
る
も
の
（
県
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所

に
お
い
て
収
納
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

イ
　
県
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
こ
と
。

ロ
　
所
得
税
法
等
の
寄
附
金
控
除
対
象
法
人
等
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
法
人
等
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
（
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
に
限
る
。）

を
現
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
社
会
的
な
信
用
を
著
し
く
損
な
う
行
為
を
行
つ
て
い
な
い
こ
と
。

ホ

ニ
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
第
十
九
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
こ

と
。

（
第
十
九
条
の
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
申
請
）

第
十
九
条
の
九
　
前
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
等
は
、
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
個
人
県
民
税
寄
附
金
税
額
控
除
法
人
等
指

定
申
請
書
（
第
三
十
九
号
様
式
の
二
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

所
得
税
法
等
の
寄
附
金
控
除
対
象
法
人
等
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類
を
含
む
。）

三
　
県
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計

算
書
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類
を
含
む
。）

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
閲
覧
規
則
を
廃
止
す
る
等
の
規
則
…
…
…
…
…
…
…
八

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
二
十
八
号

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
章
第
一
節
中
第
二
十
条
の
前
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
寄
附
金
の
範
囲
）

第
十
九
条
の
八

条
例
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
寄
附
金
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

条
例
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
の
寄
附
金
●
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に
該
当
す

る
法
人
又
は
団
体
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
九
条
の
十
四
ま
で
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。）

で
あ
つ
て
、
知
事
が
指
定
し
た
も
の
に
対
す
る
も
の

イ

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
八
条
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第

三
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
又
は
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四

十
一
条
の
十
八
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
に
関
す
る
寄
附
金
の
対
象
と
な

山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
三
年

十
月
十
七
日

号
外
第
八
十
二
号

月　曜　日



五

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類

を
含
む
。）

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
申
請
が
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に

該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
の
告
示
）

第
十
九
条
の
十
　
知
事
は
、
第
十
九
条
の
八
各
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
指
定
年
月
日

二

法
人
等
の
名
称
（
公
益
信
託
に
あ
つ
て
は
、
公
益
信
託
の
名
称
及
び
受
託
者
の
氏
名
又
は
名

称
）

三

法
人
等
の
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
（
公
益
信
託
に
あ
つ
て
は
受
託
者
の
住
所

又
は
所
在
地
、
県
外
に
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
等
に
あ
つ
て
は
第
十
九
条

の
八
第
三
号
イ
の
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
）

２

知
事
は
、
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告

示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
の
効
力
）

第
十
九
条
の
十
一
　
第
十
九
条
の
八
各
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
指
定
の
日
の
属
す
る
年
の
一
月

一
日
（
当
該
指
定
の
日
の
属
す
る
年
の
中
途
に
設
立
さ
れ
た
法
人
等
又
は
効
力
を
生
じ
た
公
益
信

託
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
等
の
設
立
の
日
又
は
当
該
公
益
信
託
に
係
る
信
託
契
約
の
締
結
の
日
）

に
遡
つ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
指
定
の
取
消
し
）

第
十
九
条
の
十
二
　
知
事
は
、
第
十
九
条
の
八
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
法
人
等
が
同
号

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
法
人
等
の
指
定
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
第
十
九
条
の
八
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
公
益
信
託
が
同
号
ロ
に
掲
げ
る

要
件
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
公
益
信
託
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
。

３

知
事
は
、
第
十
九
条
の
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
法
人
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
法
人
等
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
九
条
の
八
第
三
号
イ
、
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
な
つ
た

と
き
。

二

正
当
な
理
由
な
く
第
十
九
条
の
十
四
第
一
項
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
わ
な
か
つ
た
と
き
。

三
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
と
き
。

４

知
事
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
取
消
し
を
受
け
た
法

人
等
（
公
益
信
託
に
あ
つ
て
は
、
受
託
者
）
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

知
事
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
の
失
効
）

第
十
九
条
の
十
三
　
第
十
九
条
の
八
各
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

一

第
十
九
条
の
八
第
一
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
法
人
等
が
所
得
税
法
等

の
寄
附
金
控
除
対
象
法
人
等
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

第
十
九
条
の
八
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
公
益
信
託
が
所
得
税
法
施
行
令
第
二

百
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
公
益
信
託
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

三
　
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
指
定
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

（
第
十
九
条
の
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
法
人
等
に
係
る
届
出
）

第
十
九
条
の
十
四
　
第
十
九
条
の
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
法
人
等
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
三
十
日
以
内
に
個
人
県
民
税
寄
附
金
税
額
控
除
法
人
等
届
出
書

（
第
三
十
九
号
様
式
の
三
）
に
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

法
人
等
が
第
十
九
条
の
八
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な

く
な
つ
た
と
き
。

二
　
第
十
九
条
の
十
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
。

２

第
十
九
条
の
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
法
人
等
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
四
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類
を

含
む
。）

二

当
該
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類
を
含
む
。）

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）」
を
削
り
、「
こ
え
る
」

を
「
超
え
る
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
附
則
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

知
事
は
、
条
例
附
則
第
十
二
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

二



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

三

第３９号様式の２（第１９条の９関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

四

第３９号様式の３（第１９条の１４関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

五

第
百
五
十
七
号
様
式
中
「
附
則
第
８
項
関
係
」
を
「
附
則
第
９
項
関
係
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
三
の
表
税
務
課
の
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５
　
附
則
第
十
二
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
路
線
の
指
定

○

別
表
第
二
の
三
の
表
税
務
課
の
項
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
　
第
十
九
条
の
八
各
号
の
規
定
に
よ
る
法
人
等
及
び
公
益
信
託
の
指
定

○

４
　
第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
法
人
等

○
　

及
び
公
益
信
託
の
指
定
の
取
消
し

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
附
則
第
八
項
を

附
則
第
九
項
と
し
、
附
則
第
七
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
二
条
並
び
に
次
項
及
び

附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
十
九
条
の
八
各
号
の
規
定
に
よ
る
指

定
、
第
十
九
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
申
請
、
第
十
九
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
告
示
、

第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
、
同
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
通
知
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
並
び
に
第
十
九
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
届
出

は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
が
法
人
等
又
は
公
益
信
託
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
指
定
を
し
た
日
の

属
す
る
年
の
一
月
一
日
（
当
該
指
定
の
日
の
属
す
る
年
の
中
途
に
設
立
さ
れ
た
法
人
等
又
は
効
力
を

生
じ
た
公
益
信
託
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人
等
の
設
立
の
日
又
は
当
該
公
益
信
託
に
係
る
信
託
契
約

の
締
結
の
日
）
に
遡
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
公
布
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
山
梨
県
事
務
決

裁
規
則
別
表
第
二
の
三
の
表
税
務
課
の
項
第
三
号
３
及
び
４
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
３

中
「
第
十
九
条
の
八
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
八
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
第
十
九
条
の
八
各
号
」
と
、
同
号
４
中
「
第
十
九
条
の
十
二
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
八
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
九
号

山
梨
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
号

山
梨
県
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

条
例
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
ば
い
煙
の
濃
度
等
の
測
定
、
そ
の
結
果
の
記
録
及
び
そ
の
記
録

の
保
存
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

一

ば
い
煙
に
係
る
特
定
施
設
　
第
八
条
の
規
制
基
準
に
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ

る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

イ

ば
い
煙
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
掲
げ
る
ば
い
煙
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
測

定
方
法
に
よ
り
、
年
一
回
以
上
行
う
こ
と
。

●

ば
い
じ
ん
　
別
表
第
四
の
二
の
１
の
●
の
備
考
に
掲
げ
る
測
定
方
法

●

塩
化
水
素
●
別
表
第
四
の
二
の
１
の
●
の
備
考
に
お
い
て
準
用
す
る
同
表
の
一
の
１
の
●

附
則
第
８
項
関
係

附
則
第
９
項
関
係

（ ）二（ ）三

（ ）三

（ ）１（ ）２



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

六

の
備
考
２
及
び
３
に
掲
げ
る
測
定
方
法

ロ

イ
の
測
定
の
結
果
は
、
ば
い
煙
測
定
記
録
表
（
第
十
二
号
様
式
）
に
記
録
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
百
七
条
の
登
録
を
受
け
た
者
（
次
項
第
二
号

に
お
い
て
「
計
量
証
明
事
業
者
」
と
い
う
。）
か
ら
当
該
測
定
に
係
る
測
定
者
の
氏
名
、
測
定

年
月
日
、
測
定
箇
所
、
測
定
方
法
及
び
ば
い
煙
濃
度
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
証
明
す
る
旨
を
記

載
し
た
同
法
第
百
十
条
の
二
の
証
明
書
（
ハ
並
び
に
次
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
計

量
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
計
量
証
明
書
の
記
載
を
も
つ
て
、

ば
い
煙
測
定
記
録
表
へ
の
記
録
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
　
ロ
の
記
録
（
計
量
証
明
書
を
含
む
。）
は
、
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

二

ば
い
煙
に
係
る
指
定
工
場
に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

九
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
の
ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
も
の
　
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規

則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

条
例
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
汚
水
の
濃
度
の
測
定
、
そ
の
結
果
の
記
録
及
び
そ
の
記
録
の
保

存
は
、
汚
水
に
係
る
指
定
工
場
又
は
汚
水
に
係
る
特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

汚
水
を
対
象
と
し
、
第
八
条
の
規
制
基
準
に
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第

二
条
第
六
項
の
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
二
号
）
第
九
条
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

汚
水
の
濃
度
の
測
定
は
、
第
八
条
の
規
制
基
準
に
定
め
ら
れ
た
事
項
の
う
ち
、
第
一
号
様
式
の

備
考
２
、
第
二
号
様
式
の
備
考
２
、
第
三
号
様
式
の
備
考
２
、
第
五
号
様
式
の
備
考
２
及
び
第
六

号
様
式
の
備
考
２
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
第
一
号
様
式
の
別
紙
三
│
二
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
年
一
回
以
上
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
、
別

表
第
四
の
一
の
２
の
●
の
備
考
１
（
同
表
の
一
の
２
の
●
の
備
考
１
並
び
に
同
表
の
二
の
３
の
●

及
び
●
の
備
考
１
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
掲
げ
る
検
定
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
測
定
の
た
め
の
試
料
は
、
測
定
し
よ
う
と
す
る
汚
水
の
汚
染
状
態
が
最
も

悪
い
と
推
定
さ
れ
る
時
期
及
び
時
刻
に
採
取
す
る
も
の
と
す
る
。

二

前
号
の
測
定
の
結
果
は
、
汚
水
測
定
記
録
表
（
第
十
三
号
様
式
）
に
記
録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

計
量
証
明
事
業
者
か
ら
当
該
測
定
に
係
る
採
水
者
、
分
析
者
及
び
測
定
項
目
の
欄
に
記
録
す
べ
き

事
項
に
つ
い
て
証
明
す
る
旨
を
記
載
し
た
計
量
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
場
合
（
計
量
法
第
百
七

条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
者
か
ら
計
量
証
明
書
に
相
当
す
る
書
面
の
交
付
を
受
け
た
場
合
を
含

む
。）
は
、
当
該
事
項
の
汚
水
測
定
記
録
表
へ
の
記
録
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

前
号
の
記
録
（
前
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
計
量
証
明
書
又
は
こ
れ
に
相

当
す
る
書
面
を
含
む
。）
は
、
第
一
号
の
測
定
に
伴
い
作
成
し
た
資
料
と
と
も
に
三
年
間
保
存
す

る
こ
と
。

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）」
を
削
る
。

別
表
第
二
の
備
考
２
中
「（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
条

第
六
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
の
一
の
１
の
●
の
備
考
二
中
「
規
格
Ｋ
二
五
四
一
」
を
「
規
格
Ｋ
二
五
四
一
│
一
か
ら
二

五
四
一
│
七
ま
で
」
に
、「
規
格
Ｚ
八
七
六
二
又
は
規
格
Ｚ
八
七
六
三
」
を
「
規
格
Ｚ
八
七
六
二
│
一

か
ら
八
七
六
二
│
四
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
の
一
の
１
の
●
中
「（
昭
和
四
十
六
年
省
令
第
一
号
）」
を

削
り
、
同
表
の
一
の
１
の
●
に
次
の
備
考
を
加
え
る
。

備
考

大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
別
表
第
二
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
ば
い
じ
ん
の
量
は
、
同
表

の
備
考
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
ば
い
じ
ん
の
量
と
す
る
。

別
表
第
四
の
二
の
１
の
●
の
備
考
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

こ
の
表
に
掲
げ
る
ば
い
じ
ん
の
量
は
、次
の
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
ば
い
じ
ん
の
量
と
す
る
。

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｃ
、
●
及
び
●
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｃ
　
ば
い
じ
ん
の
量
（
単
位
　
グ
ラ
ム
）

●

排
出
ガ
ス
中
の
酸
素
の
濃
度
（
単
位
　
百
分
率
）

●

規
格
Ｚ
八
八
〇
八
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
さ
れ
た
ば
い
じ
ん
の
量
（
単
位
●
グ
ラ

ム
）

別
表
第
四
の
二
の
１
の
●
の
備
考
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

こ
の
表
に
掲
げ
る
ば
い
じ
ん
の
量
に
は
、
燃
料
の
点
火
、
灰
の
除
去
の
た
め
の
火
層
整
理
又

は
す
す
の
掃
除
を
行
う
場
合
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
ば
い
じ
ん
（
一
時
間
に
つ
き
合
計
六
分
間

を
超
え
な
い
時
間
内
に
排
出
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

別
表
第
六
の
備
考
一
中
「（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
二
号
）」
を
削
る
。

第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（ ）一

（ ）二

（ ）一

（ ）二

（ ）二（ ）二（ ）二

Os

Cs

OsCs

C
=（
９
／（
２
１
－
O
s））・

C
s

（ ）一

（ ）二



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

七

第
１
２
号
様
式
（
第
２
２
条
関
係
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

八

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
四
の
一
の
１
の
●
の

備
考
二
の
改
正
規
定
及
び
同
表
の
一
の
１
の
●
に
備
考
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
一
号

山
梨
県
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
閲
覧
規
則
を
廃
止
す
る
等
の
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
閲
覧
規
則
を
廃
止
す
る
等
の
規
則

（
山
梨
県
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
閲
覧
規
則
の
廃
止
）

第
一
条
　
山
梨
県
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録
簿
閲
覧
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
八
十

五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
九
の
表
建
築
住
宅
課
の
項
第
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
九
　
高
齢
者

１
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録

○

の
居
住
の
安

定
確
保
に
関

２
　
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否

○

す
る
法
律

（
平
成
十
三

３
　
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事
項
の

○

年
法
律
第
二

変
更
登
録

十
六
号
）
の

施
行
に
関
す

４
　
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹

○

る
事
務
　

消
５
　
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の

○

徴
収
及
び
立
入
検
査

６
　
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事

○

項
の
訂
正
申
請
の
指
示

７
　
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
基

○

準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
措
置
の
指
示

８
　
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
措

○

置
の
指
示

９
　
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に

○

よ
る
登
録
の
取
消
し

１０

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の

○

取
消
し

１１

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
登

○

録
機
関
の
指
定

１２

第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
監
督
命
令

○

１３

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の

○

徴
収
及
び
立
入
検
査

１４

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事

○

務
の
休
止
及
び
廃
止
の
許
可

１５

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の

○

取
消
し

１６

第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の

○

取
消
し
及
び
登
録
事
務
の
停
止
命
令

１７

第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
営
住

○

宅
の
使
用
の
許
可

１８

第
五
十
四
条
（
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い

○

（ ）一

（ ）二



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日

九

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

事
業
の
認
可

１９

第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
終
身
建

○

物
賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
れ
の
承
認

２０

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言

○

２１

第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

○

２２

第
六
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
事

○

業
者
の
地
位
の
承
継
の
承
認

２３

第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
善
命
令

○

２４

第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の

○

認
可
の
取
消
し

別
表
第
二
の
九
の
表
建
築
住
宅
課
の
項
中
第
二
十
号
を
削
り
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十
号
と
し
、

第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
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